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エコファーマーネットワーク通信
〈No.17〉

エコファーマー 2014年1月

会員番号 A0000000

☆エコファーマー認定制度が
発足して、14年を経過しま
した。平成25年３月末現
在の認定件数は、201,760
件です。政策評価において
環境保全効果の高い営農活
動に取り組む農業者の増加
を把握するための指標とし
て、「エコファーマー累積
新規認定件数」という数
値があります。24年度で
278,540件です。平成26年
度までに34万件とするこ
とが政策目標になっていま
すが、その年度に入ろうと
していることから、この件
数を伸ばすことが課題にな
ります。
☆平成25年度全国エコファー
マー全国交流会（in 奈良）
を11月27日から28日の二
日間にわたり農林水産省と
奈良県の後援のもと奈良県
橿原市で開催しました。27
日は講演会と情報交換・交
流会、28日は現地研究会
を行いました。28日は、「奈
良県エコファーマー連絡
会」が行う技術交流会と一
緒に現地訪問をしました。
この二日間で60名の人が

の人が参加しました。
１．佐々木会長が開会挨拶を
し、農業農村、農政が大き
く変化している今日、手を
取り合って勉強し、研鑽す
ることが大切であり、もっ
と多くの人がネットワーク
の活動に参加、協力をして
欲しいと訴えました。
２．来賓の農林水産省生産局
農産部農業環境対策課　課
長補佐（環境直接支払班）
の西脇克氏、奈良県農林部
長の福谷健夫氏から情勢報
告がなされました。
３．全国エコファーマーネッ
トワーク活動報告を、香取
副会長が行いました。引き
続いて、奈良県農業水産振
興課の藤田奈都氏が奈良県
の活動報告をしました。
４．講演は、以下の３点で
す。①食味・品質のよい農
産物とその流通（オイシッ
クス商品本部技術開発チー
ムリーダー　阪下利久氏）、
②環境保全型農業を推進す
る生産・流通戦略とその成
果（紀ノ川農業協同組合
組合長　宇田篤弘氏）、③
野菜の環境保全型栽培技術

の開発～アブラナ科野菜を
中心として～（独法・農研
機構　近畿中国四国農業研
究センター専門員　萩森学
氏）。今回の通信では、③
の萩森氏の報告を掲載しま
した。
５．28日の現地研究会では、
以下の２農家を訪問しまし
た。①橿原市グリーンアス
パラ研究会の山口允祺会長
の圃場でグリーンアスパラ
ガス生産における環境保全
型農業への取組について説
明を受けました。②菊井新
昭氏の果樹園では、地域資
源利用たい肥の製造・利用・
販売と柿の生産流通状況つ
いて説明を受けました。お
から、木材の挽き粉、炭を
原料とする自家製たい肥で
育てた柿やあんぽ柿をごち
そうになりました。菊井果
樹園の柿は、農林水産省
「消費者の部屋」でもシン
ボルマークの使用農家とし
て出品し、来場した人から
高い評価を受けました。
　（全国エコファーマーネット

ワーク事務局）
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（独）農研機構　近畿中国四国農業研究センター　萩 森 　学

野菜の環境保全型栽培技術の開発
～アブラナ科野菜を中心に～

はじめに

　中山間地域では水田転換畑
などで、一筆の畑に多種類の
野菜が栽培されている光景が
多く見受けられる。ここで生
産された野菜は、地域の直売
所や道の駅などで直売される
場合が多い。こうした直売所
での販売は、生産農家にとっ
ては物流コストの負担が無
く、市場出荷に比べ高値で販
売できるので収入源として有
力なものであり、これを振興
していくことは地域農業の活
性化、ひいては地域社会の活
性化に繋がる。
　直売所の顧客は、直売所の
野菜に対して、価格の安さも
さることながら、安全・安心
であろうという期待を持って
いると考えられる。従って、
こうした期待に応えるために
は、できるだけ農薬や化学肥
料を削減して栽培することが
望ましい。また生産者自身
も、ふるさとの環境を守りた
い、あるいは危険な化学物質
に身を晒したくないというこ
とから、化学農薬や化学肥料
はなるべく使いたくないとい

う意向が強い。
　しかしながら、農薬に依存
せずに害虫の被害を防ぐこと
はきわめて難しい。また、有
機物主体の施肥では窒素、リ
ン酸、カリ等肥料成分を過不
足無く施用する方法は確立し
ておらず、多くの農家は経験
と勘に頼って施用している。
それ故、往々にして家畜糞堆
肥などの大過剰の施用が見受
けられ、却って環境汚染や、
作物の生育不良を引き起こす
ことが懸念される。
　こうした小規模な露地栽培
および雨よけ栽培による野菜
生産向けの、化学合成農薬と
化学肥料を大幅に削減しつ
つ、慣行栽培と同等の品質と
収量が得られる技術体系の確
立を目的とするプロジェクト
研究を実施し、害虫等の防除
技術、防虫ネットを展張し
たハウスの夏期の高温対策技
術、減化学肥料栽培・有機栽
培のための土壌管理技術を開
発すると共に、これらを統合
しハウス栽培体系と露地栽培
体系を構築しその実証を行っ
た。

１．近畿地域中山間地で
　　の多品目少量野菜生
　　産の実態調査

　本プロジェクトでは、京都
府北桑田郡美山町（現南丹市
美山町）を実証試験地とし
た。同町は京都府の中央部、
由良川の上流域に沿った山間
地に位置している。同町では
2004年に美山農産物認証制
度を制定しており、これに参
加している生産者は野菜を中
心に環境保全型栽培を行って
いる。
　最初に、中山間地の水田転
換畑における野菜の露地栽
培ではどのような種類の野
菜（品目）が多く栽培されて
いるのか、害虫の被害を受け
やすい野菜品目は何か、どう
いう種類の害虫が多く発生し
ているのかを、美山農産物
認証制度に参加している生
産者約70名の圃場で調査し
た。2004年の6月から11月に
かけて月2回の頻度で巡回調
査し、作付けされている品目
と、そこで見られた害虫を記
録した。作付け箇所数は同一
品目が連続して作付けされて
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　以上から、本プロジェクト
では主な対象をアブラナ科野
菜とし、化学合成農薬に依存
しない害虫防除技術を中核と
する環境保全型栽培体系の確
立を目指すこととした。

２．害虫防除技術の開発
１）防虫ネット

　防虫ネットは最も基本的な
害虫防除の手段である。防虫
ネットには0.2mm平方から
1mm平方程度まで、0.2mm
刻みでさまざまな目合いの細
かさのものが市販されてい
る。目合いが細かいほど微細

な虫まで防ぐことが出来る
が、価格は高くなり風通しも
悪くなる。本プロジェクトを
実施した時点では1mm平方
のものが最もよく使われてい
た。
　そこで、アブラナ科野菜の
害虫防除の観点から最適な目
合いは何ミリかを検討した。
アブラナ科野菜を食害する各
種の害虫が、各目合いのネッ
トを通過できるかどうかを調
査した。その結果、最もよく
用いられている1mm目合い
の防虫ネットではモンシロ
チョウ、コナガ、ヨトウムシ、
カブラハバチ、ダイコンサル
ハムシ等の成虫は防ぐことが
出来るが、キスジノミハム
シ、ニセダイコンアブラムシ
は0.6mm目合いのネットで
ないと防ぐことが出来ないこ
とが分かった（図２）。一方、
モモアカアブラムシ、ワタア
ブラムシは0.4mm目合いで
ないと防げず、ヨトウ，ハス
モンヨトウ、コナガなどチョ
ウ類の1令（孵化直後）ある

いる所を1箇所とし、同じ敷
地内でも同一品目が別の品目
を挟んで栽培されている場合
は2箇所と数えた。調査した
延べ箇所数は1023箇所であ
り、合計59品目が作付けさ
れていた。その中ではダイコ
ン、キャベツ、ハクサイ、カ
ブ等のアブラナ科野菜が最も
多く、次いでナス、トウガラ
シ類、トマト等のナス科野菜
が多く作付けされていた。野
菜品目毎の害虫の発生につい
ては、アブラナ科野菜で害虫
発生が最も多く見られ、ナス
科がこれに次いだ。図１にア
ブラナ科野菜で発生していた
害虫の、種類別の発生頻度を
示す。モンシロチョウ、コナ
ガ、ヨトウ類などのチョウ目
の害虫の発生が最も多く、次
いでダイコンサルハムシ、カ
ブラハバチ類、キスジノミハ
ムシ、ニセダイコンアブラム
シの順に発生が多かった（長
坂ら2006）。

図１　美山認証圃場のアブラナ科野菜の害虫の種類別発生頻度

図２　アブラナ科野菜の主要害虫成虫の防虫ネット通過性
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ラムシ体内で孵化した幼虫が
アブラムシの体を食べて成長
する。産卵されたアブラムシ
はマミー（ミイラ）と呼ばれ
る固まった状態になる。即ち
本種はアブラムシの寄生虫で
ある。
　通常、天敵を利用する方法
としては購入した天敵を施設
内に放すのであるが、①害虫
が発生しないうちから天敵を
放しても天敵は餌が無いため
定着せず、施設外に逃げてし
まう、②害虫が発生してから
天敵を放しても、アブラムシ
のように増殖速度が非常に速
いものに対しては発生の初期
に天敵を放さないと、大発生
してからでは抑制しきれな
い。しかしアブラムシは微細
なので発生の初期に発見する
ことは難しい。③一旦抑制に
成功しても、しばしば再発す
るのでその度に天敵を購入し
て放す必要があるが，天敵製
剤は価格が高い、等の難点が
あり、天敵の普及が進まない

一因となっている。
　天敵バンカー法はこれらの
難点を解決する巧妙な方法で
ある。その概略は次のような
ものである。天敵であるダイ
コンアブラバチは、ダイコン
アブラムシやニセダイコンア
ブラムシを最も好むが、アブ
ラナ科野菜には無害のトウモ
ロコシアブラムシにも寄生す
ることが出来る。トウモロコ
シアブラムシはオオムギやト
ウモロコシ等に発生する。そ
こで、アブラナ科野菜の栽培
ハウス内に、オオムギを数株
植えたプランターを置き、こ
のオオムギにトウモロコシア
ブラムシを付け、さらにダイ
コンアブラムシをハウス内に
放しておく（図３）。こうす
ると、ハウス内にダイコンア
ブラムシが発生する前から天
敵であるダイコンアブラバチ
が常駐している状態となり、
ニセダイコンアブラムシがハ
ウスに侵入すると直ちにダイ
コンアブラムシが出動して退

いは2令幼虫は0.4mmでも防
げないことが分かり、これら
に対しては別途対策を立てる
必要があった。
　以上から我々は、害虫防除、
コスト、風通しを総合的に考
慮し、アブラナ科野菜用の防
虫ネットの目合いは0.6mm
が最適であると結論した。

２）チョウ類の幼虫対策
　ヨトウなどは防虫ネットの
表面に産卵し、孵化した幼虫
は微細なので容易にネットを
通過し食害を起こす。これに
対しては有機JAS基準でも
使用を認められているBT剤
により対応する。BT剤はバ
チルス・チューリンゲンシス
という細菌またはこの細菌が
産生する毒素タンパク質を有
効成分とする剤で農薬名とし
てはトアロー水和剤、ゼン
ターリ顆粒水和剤などがあ
る。

３）アブラムシ対策
　（1）天敵バンカー法
　アブラナ科野菜に発生する
アブラムシはニセダイコンア
ブラムシおよびダイコンアブ
ラムシが主である。本プロ
ジェクトでは天敵を巧妙に利
用するバンカー法を開発し
た。
　天敵としてはダイコンアブ
ラバチを利用する。本種はア
ブラムシの体に産卵し、アブ 図３　バンカー法
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用が認められており有効であ
る。両剤とも、適用品目は「野
菜類」、対象害虫は粘着くん
液剤がアブラムシ類、ハダニ
類、コナジラミ類、ゴッツA
がアブラムシ類とコナジラミ
類として農薬登録を受けてい
るので広い範囲の野菜に使用
できる。しかしこれらの農薬
による場合もアブラムシ発生
のできるだけ初期に散布する
ことが望ましい。

４）防草シートによる甲虫類
　　害虫の防除
　雑草には多くの害虫が棲息
している。中でもアブラナ科
の雑草であるイヌガラシには
アブラナ科野菜の害虫のほと
んど全てが棲息する。イヌガ
ラシは除草剤に強く，除草剤
を散布すると却ってイヌガラ
シばかりが増殖するというこ
とになる。栽培ハウスの周囲
に雑草が繁茂していると、防
虫ネットを展張していてもダ

治してくれるという仕組みで
ある。農家はアブラムシの発
生を見回る必要はなく、時々
オオムギのプランターの更新
をするだけでよい。図４にバ
ンカー法の試験成績を示す。
有機JAS認証を受けてコマ
ツナを雨除けハウスで無農薬
栽培している協力農家のコマ
ツナ生産ハウス4棟でアブラ
ムシの発生調査及び試験をさ
せて頂いた。2001年および
2002年の調査ではハウスに
よって、また年によって変動
はあるものの全てのハウスで
アブラムシの発生が認められ
た。2003年と2004年にはハ
ウス3とハウス4にバンカー
を設置しハウス1と2には設
置しなかった。その結果バン
カーを設置したハウス3と4
では両年ともアブラムシの発
生は極めて低い密度に抑制さ
れたがハウス1と2では平年
通りの密度でアブラムシが発
生し、バンカーの防除効果が
認められた。

　我々は，先にトマト、ナス、
ピーマン等のナス科野菜の施
設栽培向けに、ナス科野菜に
多く発生するモモアカアブラ
ムシとワタアブラムシ対策と
して，両種の天敵であるコレ
マンアブラバチを利用する天
敵バンカー法を開発してお
り、これは実用化し高知県で
普及が進んでいる。
　（2）有機JAS許容農薬
　アブラムシに対してはデン
プン液剤である粘着くん液剤
および微生物農薬であるゴッ
ツAが有機JAS基準でも使

図５　栽培ハウス周囲への防草用シートの敷設

図４　コマツナ無農薬栽培ハウスでのアブラムシ類密度の年次変動に
及ぼすバンカー法によるダイコンアブラバチ放飼の効果
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イコンサルハムシやキスジノ
ミハムシ、ヤサイゾウムシな
ど地面を匍匐して移動する害
虫はハウスの裾や入り口から
侵入して食害を起こす。この
対策として、防草シートをハ
ウス周囲1.5ｍ程度に敷設す
るとよい（図５）。これによっ
て、ダイコンサルハムシとキ
スジノミハムシの被害は劇的
に抑制できた（図６）。

５）ヤサイゾウムシ対策
　ヤサイゾウムシは農薬に弱
く慣行栽培ではほとんど問題

にならない。しかし無農薬栽
培では大きい被害をもたら
す。防草シートの敷設によっ
てもヤサイゾウムシの被害を
抑制することは出来なかった

（図６）。恐らくヤサイゾウム
シはハウス外から侵入してい
るのではなく、ハウス内の土
壌中に棲息しているものと思
われた。これに対して、ト
ラップを考案した。市販の塩
ビ管（径5cm程度）の縦方
向に幅約1cmの切り目を入れ
る。これをハウス圃場に切り
目が地面の表面に開口するよ

うにして、ハウス入り口や畝
を横断するように適宜埋設す
る（図７）。地表を匍匐して
移動するヤサイゾウムシは、
切り目から塩ビ管内に落ちる
と上がってくることができな
い。これにより被害をかなり
抑制できた（図８）。

３．太陽熱利用土壌消毒

　圃場の土壌中には雑草の種
子、キスジノミハムシ、カブ
ラヤガ（ネキリムシ）、カブ
ラハバチ、ヨトウ類、ハモグ
リバエ類、センチュウ類等の
害虫の卵、幼虫、さなぎ、成
虫など、あるいはアブラナ科
野菜の根こぶ病やトマト青枯
れ病等の土壌伝染性病原菌な
どが存在する場合が多く、作
付け前に土壌消毒することが
望ましい。化学合成農薬によ
る土壌消毒は取り扱いに危険
を伴い環境への負荷も大き
い。環境保全型の土壌消毒技
術としては蒸気消毒や熱水消

図６　コマツナ無農薬栽培ハウスでの食葉性害虫密度の年次変動に
及ぼす防草用シート敷設の効果　　　　　　　　　　

図７　トラップの設置方法

※2004年12月から2005年4月までの作で、月2回程度調査
　（1作について3～4回調査）

図８　コマツナ無農薬栽培ハウスでのヤサイ
　　　ゾウムシ幼虫密度に対するトラップ設
　　　置の効果



7

毒（西2001）などが開発さ
れているが、装置が高額であ
るなど、小規模に多品目栽培
している農家には利用しにく
い。太陽熱利用土壌消毒は、
効果は若干劣るが低コストで
誰でも実施できる。土壌伝染
性病害の防除効果はあまり期
待できないが、雑草の防除と
土壌中の害虫の防除には効果
が大きい。但し土壌消毒中に
曇雨天が続くような場合は地
温が十分に上昇せず効果が落
ちる。

（1）方法
　太陽熱利用土壌消毒の適期
は、梅雨明けから9月上旬頃
までである。土壌消毒前に、
基肥を施肥し畝立てして、直
ちに播種や定植が出来る状態
にしておく。次に、畝に十分
に灌水し、土に十分水を含ま
せた後、透明なビニルまたは
透明マルチで畝を被覆する。
そのまま、20日から30日間程
度放置する。この間に地中の
温度が太陽熱により上昇し、
雑草の種子や害虫が死滅す
る。播種または定植の直前に
ビニルを除去する。

あるものが発芽し問題にな
る。また吸水させた種子は熱
に弱い。また害虫も比較的
浅い部分に棲息し熱に弱い。
従って雑草と害虫に対しては
一定の防除効果があることが
推察される。しかし、土壌伝
染性病原菌については、数種
の病原菌について湛水条件で
高温下においたときの死滅
に要する時間が40℃、45℃、
50℃、55℃の各温度につい
て調べられており、死滅ま
でに50℃では2日間、40℃で
は8～14日間を要すると報告
されている（坂本ら 1986）。
土壌病原菌は軟腐病菌など
種類によっては深さ30cm以
下まで分布しており（松田 
1999）、40℃以下では影響を
受けないので、土壌病原菌に

（2）太陽熱利用土壌消毒中の
　　地温の推移
　図９に農研機構近畿中国四
国農業研究センター綾部研究
拠点の露地圃場で2004年年8
月4日から9月3日まで太陽
熱利用土壌消毒したときの、
消毒期間中の、畝表面、深さ
10cm、20cm、30cmの地温の
推移を示す。
　 ま た 表 １ に、2004年 と
2005年の太陽熱利用土壌消
毒期間中の各深さの最高温
度、50℃以上であった時と、
40℃以上であった時の累積
時間を示す。2004年には畝
表面は最高75℃に達してい
るが、深さ10cmでは53℃、
20cmで は47 ℃、30cmで は
39℃までしか達しなかった。
雑草の種子は比較的浅い所に

表１　太陽熱利用土壌消毒中の土壌表面および各深さの地温

図９　太陽熱利用土壌消毒中の畝表面、深さ10cm、20cm、30cmの
　　　地温の推移

注）2004年8月4日測定開始、9月3日終了。
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対する消毒効果はあまり期待
できないことが推察される。

４．アブラナ科野菜の無化
　 学合成農薬・無化学肥
　 料露地栽培体系

　ここまでに紹介した技術を
組み合わせ、コマツナ、キャ
ベツ、ブロッコリー、カリフ
ラワー、ハクサイ、ダイコン、
カブなどのアブラナ科野菜を
対象とした無化学合成農薬・
無化学肥料栽培体系をハウス
栽培及び露地栽培について構
築した。ここでは露地栽培体
系について紹介する。

（1）露地栽培体系の概要
　梅雨明け後から9月上旬頃
までの間に太陽熱利用土壌消
毒を2週間～ 1 ヶ月程度実施
する。播種・定植後は直ちに
0.6mm目合の防虫ネットで
トンネル掛けする。防虫ネッ
トの裾は全面的に土を載せ、
地面との隙間が全く無いよう
にする。これによって、土中
およびトンネル外からの害虫
の侵入をほぼ完全に遮断でき
る。しかしヨトウムシやモン
シロチョウなどチョウ目の害
虫は防虫ネットトンネルの外
側表面に産卵し、この卵から
孵化した微少な幼虫がネット
の網目を通り抜けて侵入す
る。播種・定植して3週間程
度経つとこれらのチョウ目の
幼虫による食害（葉に穴が開

く）が目につくようになって
くる。食害を発見したら直ち
にネットの上からゼンターリ
顆粒水和剤、トアロー水和剤
などのBT剤を散布する。防
虫ネットは間引きと追肥の時
だけ開けるが、作業後は直ち
に完全に塞ぎ、収穫まで維持
する。肥料は市販の100%有
機のものを用いる。

（2）キャベツ、ハクサイ、ダ
　　イコン、カブへの適用試
　　験成績
　本露地栽培体系をキャベ
ツ、ハクサイ、ダイコン、カ
ブに適用した栽培試験の結果
を紹介する。本試験は京都府
綾部市の農研機構近畿中国四
国農業研究センターの圃場に
おいて実施した。それぞれ
の品目において処理区と対
照区を設け、各区2反復とし
た。幅1.2m、高さ20cm、長
さ10mの畝を10本、80cm間
隔で並列した区画を、南北
に2区画設けた。両区画の間
隔は8mとした。このうち南
側区画を処理区、北側区画を
対照区とした。処理区では
太陽熱利用土壌消毒と防虫
ネットトンネル被覆を実施し
た。対照区は太陽熱利用土壌
消毒およびネットトンネル被
覆を行わず、栽培途中に除
草を2回行ったが、それ以外
は処理区と同じ条件とした。
基肥として有機質100%の肥

料である「有機アグレット
674（朝日工業）」を窒素換
算20kg/10a、およびカキ殻
100%の石灰資材セルカ（占
部産業）100kg/10aを施用し
た。太陽熱利用土壌消毒は8
月1日から各作物の播種・定
植日まで実施した。処理区及
び対照区の両端の畝はボー
ダーとした。各品目2品種ず
つを供試した。各畝には一品
目を二条植えし、各条に一品
種を植えた。処理区、対照区
共に、一品目を2畝ずつで栽
培した。また、4本のボーダー
畝にも、それぞれキャベツ、
ハクサイ、ダイコン、カブを
栽培し試験畝と同様に管理し
た。栽植密度については、条
間はどの品目も60cmとし、
株間はキャベツで40cm、ハ
ク サ イ は50cm、 ダ イ コ ン
は35cm、カブは処理区では
10cm、対照区では15cmとし
た。ダイコンとカブは処理区
では1粒播きとし、間引きは
行わなかった。対照区では
3粒播きとし本葉が3 ～ 4枚
展開した時期に間引きした。
キャベツとハクサイは別途育
苗した苗を定植した。播種・
定植は9月1日から9月16日
に行った。追肥は10月3日に
有機アグレット674を窒素換
算9kg/10aでキャベツ、ハク
サイ、ダイコンに施用した。
10月31日から11月21日にか
けて収穫した。
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　図10に収穫時のキャベツ
の処理区と対照区の状態を示
す。雑草は処理区ではほとん
ど生えず除草は不要であっ
た。害虫については、対照区
では発芽直後、あるいは定植
直後から、ダイコンサルハム
シ、ヨトウムシ、モンシロ
チョウ等の害虫による食害が
発生した。処理区では、9月
中旬および10月初頭にごく

一部の株にチョウ目の幼虫に
よると思われる葉の食害を観
察したので、ゼンターリ顆粒
水和剤を散布したところ収束
した。
　収量及び品質については、
キャベツ、ハクサイにおい
て、処理区では球への虫害
は非常に少なく、可販球率
はキャベツで95％以上、ハ
クサイで85％程度であった。

一方、対照区では虫害が甚
だしく、可販球率は低かっ
た。ハクサイでは処理区で軽
いべと病発症株が対照区より
もやや多く認められた。ダイ
コンとカブでは、対照区では
キスジノミハムシ幼虫による
と思われる食痕が多かったの
に対し、処理区では非常に少
なかった（図11）。カブでは
対照区で根部が分岐する等の
障害株も多数見られたのに対
し、処理区では障害株は少な
かった。カブでは茎葉も商品
となるが、対照区では害虫に
よる食害が甚だしかったのに
対し、処理区ではほとんど食
害がなかった。

（3）生産者によるキャベツ実
　　証栽培試験成績
　京都府南丹市美山町の美山
農産物認証制度に参加する9
名の生産者に本体系の実証栽
培をして頂いた。各生産者で
１畝ないし2畝でキャベツを
栽培した。「有機アグレット
674」を基肥および追肥に用
いた。堆肥の投与は各生産者
の判断に任せた。太陽熱利用
土壌消毒は施肥畝立て後、7
月から8月にかけ定植直前ま
で約1 ヶ月行った。キャベツ
の品種は各生産者の選定に任
せ統一していない。定植後
直ちに0.6mm目合いの防虫
ネットでトンネル被覆した。
農薬は、有機JASで使用が認

図10　キャベツの処理区と対照区での雑草の発生と虫害の状況

図11　処理区及び対照区のダイコンとカブの根部の肌の状況

処理区

左：ダイコン‘YRくらま’

右：カブ‘スワン’

処理区

対照区

↑対照区→
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められている、ゼンターリ顆
粒水和剤、除虫菊乳剤、Ｚボ
ルドーのみ使用可とし、食害
に気付いたら直ちにゼンター
リ顆粒水和剤を散布すること
とした。農薬散布は、ネット
を取り除かず、ネットの上か
ら散布することとした。収穫
は適期となったものを順次収
穫し球の大きさと虫食いの程
度を記録した。可販球につい
ては直売所等へ出荷し、販売
個数を記録した。
　表2に各農家の栽培の概要
と成績を示す。太陽熱利用土
壌消毒の雑草抑制効果は全農
家で顕著であった。またネキ
リムシ等の土中の害虫による
被害も出なかった。農薬の使
用は除虫菊乳剤が1回ある他
は全てゼンターリ顆粒水和剤
である。虫害は外葉の食害は
見られたが球本体への被害は
極めて少なかった。定植本数
に対する可販球収穫率は9名
中、4名は100%、2名はそれ
ぞれ99%、94%と期待通りの

成 績 で あ っ た。No.3とNo.7
の生産者では食害により販売
できない球が20%程度発生し
た。前者はゼンターリ顆粒水
和剤の散布が遅れたこと、後
者はネットトンネルの裾の密
閉度が不十分であったことが
原因と推察された。No.5の
生産者では軟腐病が発生し4
割程度は収穫できなかった。
この畝は当該年の春作でも
キャベツを栽培し軟腐病が激
発していた。太陽熱利用土壌
消毒による軟腐病菌の消毒効
果を期待したが不十分であっ
た（萩森ら2007）。

５．美山農産物認証制度
　　での活用

　京都府南丹市美山町では
2004年に美山農産物認証制
度を制定した。この制度では
金、銀の2段階の認証基準を
設けている。金基準では農薬
は有機JASで認められてい
るもののみ使用可、化学肥料
不使用としている。銀基準で

は農薬は普通物農薬の中から
同制度が選定したものに限
り、作物毎に使用上限回数を
定め、肥料は基肥については
有機質100%のものあるいは
有機質が窒素成分の概ね50%
以上の有機配合肥料を使用す
ることと定めている。農研機
構近畿中国四国農業研究セン
ター綾部研究拠点は美山農産
物認証制度の設立に全面協力
し、認証基準の策定、生産者
への認証基準を遵守する栽培
方法の指導、認証生産者圃場
の巡回指導などにも協力する
とともに、認証生産者に本プ
ロジェクトで開発した技術の
実証に協力頂いた（尾島ら
2005）。なお、美山町は2008
年度および2009年度に国の
定める有機農業モデルタウン
に選定され、また平成22年
度（第16回）環境保全型農
業推進コンクールで大賞、農
林水産大臣賞を受賞した。

おわりに
　－まとめと今後の課題

　本プロジェクトによって、
アブラナ科野菜について、化
学合成農薬および化学肥料を
用いない栽培体系を構築し、
慣行栽培と同等の品質、収量
を得られることが実証でき
た。アブラナ科に属する野菜
を食害する害虫は共通なの
で、本体系はコマツナ、ミズ
ナ、チンゲンサイ等、多くの

表２　太陽熱処理＋ネットトンネル農家試験成績

１）軟腐病が発生した。



11

アブラナ科野菜に適用でき
る。しかしまだまだ完全では
なく、いろいろな問題が残さ
れている。害虫防除について
は、0.6mm防虫ネットを通
過するハダニ類などに対する
対策は未確立である。またア
ブラムシ類対策として天敵で
あるダイコンアブラバチを利
用するバンカー法は開発した
が、ダイコンアブラバチ及び
代替餌のトウモロコシアブラ
ムシは未だ商品化されていな
い。しかしアブラムシ類や
ハダニ類に対しては有機JAS
で使用が認められている農薬
で対応することが出来る。
　太陽熱利用土壌消毒につい
ては雑草対策と土中に生息す
る害虫の対策はできるが、軟
腐病等土壌病害に対する防除
効果はあまり期待できない。
前作あるいは過去数年以内に
アブラナ科野菜の土壌病害の
発生歴のある場所でのアブラ
ナ科の栽培は避け、別の科に
属するものを栽培するのが無
難である。また、太陽熱利用
土壌消毒の効果が期待できる
実施時期は夏期に限られ、秋
作向けには有効だが春作向け
には効果は期待できない。
　また、0.6mm目合いの防
虫ネットの展張により風通し
が悪くなり、ハクサイのネッ

トトンネル栽培ではべと病な
どの病害が助長される傾向が
あり、密植を避け、栽培後期
の害虫が少なくなる時期には
ネットを外すなど、検討の余
地がある。
　なお本稿で紹介した内容
は、専門誌等で発表している

（萩森 2010、萩森 2012）他、
「美山町で見られるアブラナ
科野菜の害虫」、「コマツナ無
農薬ハウス栽培マニュアル」、

「太陽熱利用土壌消毒とネッ
トトンネルによるキャベツ等
アブラナ科野菜の美山認証金
ランク露地栽培マニュアル」、

「コマツナ無農薬露地栽培マ
ニュアル」、「減化学肥料栽培・
有機栽培のための土壌管理マ
ニュアル」としてとりまと
め、農研機構近畿中国四国農
業研究センターのホームペー
ジ（下記）に掲載しているの
で利用されたい。
http://www.naro.affrc.go.jp/
warc/original_contents/
tech/category6/index.html
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